
議 事 録

会 議 名 令和５年第３回中部空港警察署協議会（定例会）

令和５年10月18日（水）
午前10時00分から午前11時00分までの間

日 時 ・ 場 所

中部空港警察署 講堂

１ 委員
長屋 良計会長 兼田 大副会長
村井 勝委員 小島すみれ委員
今井 麻央委員 伊藤 哲也委員

以上６名（定数６名）

出 席 者
２ 警察署員

杉浦署長 皆川副署長
大屋警務課長 柴田会計課長
千賀生活安全刑事課長 花谷地域交通課長
千賀警備課長 伊藤警備課長代理
可知警察署付警部 以上９名

３ 有識者等
なし

諮 問 事 項 等 官民一体で可能な犯罪抑止活動について

１ 官民一体となった防犯キャンペーンの実施
答申等の概要 ２ 多角的な情報収集活動の推進

そ の 他 次回開催予定 令和６年２月中旬
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会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

１ 新規委員の紹介

２ 会長挨拶

３ 署長挨拶

４ 前回の答申に対する具体的施策の推進状況

(1) 諮問事項

空港島の安心・安全を守るために必要な警察活動

(2) 答申事項

中部空港警察署が実践している空港島の安心・安全を確保するための取

組

(3) 推進施策

ア 警務課の取組（警務課長説明）

○ 各種会議、行事等の企画

○ 署員に対する教養、術科訓練の実施

○ 警察活動への理解と協力を得るための各種広報活動の実施

イ 生活安全刑事課の取組（生活安全刑事課長説明）

○ 空港島内で発生した犯罪の被害受理及び被疑者の検挙

○ 関係機関と協力した水際対策の推進

○ 空港利用者が犯罪にあわないための各種防犯キャンペーンの実施

○ 空港関連企業の職員に対する護身術講習の実施

ウ 地域交通課の取組（地域交通課長説明）

○ ターミナル交番を拠点に事件事故への対応とパトロール活動の実施

○ 交番における警察安全相談や落とし物、拾い物等の届出受理
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○ 各種交通事故防止啓発活動の実施

○ 空港関連企業と連携した交通立番の実施

エ 警備課の取組（警備課長説明）

○ テロやハイジャックの未然防止

○ 空港内における重大事案への対応

○ 空港内の警戒警備、不審者の発見と職務質問による不審点の解明

○ 万が一の災害発生に備えた各種訓練の実施

５ 諮問

(1) 諮問事項

官民一体で可能な犯罪抑止活動について

(2) 諮問事項の設定理由（警務課長説明）

新型コロナウイルス感染症の５類感染症への変更後、空港利用者がコロ

ナ禍前の状態に戻りつつある中、空港で働く人々及び空港利用者が被害に

遭わないように、官民一体となった防犯活動を実施することで、空港利用

者の防犯意識を高め、空港島内において犯罪を発生させない環境づくりを

行っていくことが重要であると考え、今回の諮問事項とした。

６ 協議

委員 ・ 空港島内で働いている事業者だけでできることには限りがあるが、

官民の協力は必要である。

委員 ・ 空港利用者が増加している。空港内で勤務中、不審者とは言わな

いまでも、一見して怪しいと思う人を見かけることがある。

・ 警察官に不審者発見時の対処訓練を行ってもらいたい。



- 3-

会議の経過及び発言の要旨

記録者 警 務 係 長

委員 ・ 警察官との訓練も一時的なものではなく、継続した訓練が必要だ

と思う。

委員 ・ 空港におけるテロ対策は重要であるが、取締りや警戒活動には国

民の理解が必要だと思う。

・ 国民の理解を得るために各種キャンペーンの実施は効果的だが、

報道機関によるテレビ放映等があれば、より効果的なものになるは

ずである。

委員 ・ 次回の協議会のときで良いが、コロナ禍前、空港島内の来場者が

多かったときの犯罪発生状況や取締り状況を教えていただきたい。

・ 飛行機搭乗者だけでなく、様々な目的の空港来場者がいる。自動

車や電車を利用した来場者も増加している。そのような来場者も含

めた防犯キャンペーンを実施してほしい。

・ キャンペーンを実施したら、日本人だけでなく、外国人利用者も

キャンペーンの内容や取組を認識できたら良いと思う。

委員 ・ 空港利用者の増加により、空港へのアクセスである鉄道利用者も

増加している。

・ 鉄道は不特定多数の方が利用する。全国では列車内での犯罪も発

生している。今後も警察官による警戒活動を強化してほしい。

委員 ・ 警察が犯罪を抑止するには、空港島内の犯罪の発生状況を知る必

要がある。警察に通報や相談があれば、警察が知ることになる。

・ 警察に通報や相談をするまでもないが、知っておいてほしいと思

うようなこともある。そういった何げない情報を警察に発信できる
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ると良い。

７ 答申

(1) 官民一体となった防犯キャンペーンの実施

(2) 多角的な情報収集活動の推進

８ その他

次回の開催予定は、令和６年２月中旬とする。


